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解説	
史料の伝来過程本史料は久留米市教育委員会所蔵である。その伝来過程を判明する
ところからふれて行く。形態は小横帳（縦一三・三横一九・〇㎝）である。史料の標題は長いが、以下の通りである。

御郡方
　
川方／吟味御目付勤方／年番方、小物成、山方、締方
／御別用銀取斗／受持御郡奉行勤方／町奉行中勤方／御銀方勤方／御普請方勤方／午七月
　
西原（／は改行、図二参照）
この史料群の中に今回紹介する「町奉行中勤方覚」が収録されてい
る。二六丁の枚数を数える。
巻末に弘化三（一八四六）丙午年七月十日に西原種朝が筆写したと
ある。西原種朝とは西原湊のことであり、弘化二年十一月に御郡奉行となってい ことから
１、この史料は職務の遂行のため御郡方役所のも
のを写したものと推測する。
さらに、 この史料は近代になって黒岩萬次郎の所蔵となっているが、
その入手時期は不明である。黒岩が編集主幹であった『久留米市誌』に、この「町奉行中勤方覚」の概要が紹介されているので
２、おおよそ
の時期が分かる。昭和五四年（一九七九）に実施された「福岡県古文
書等緊急調査」による「黒岩文書」の中にも確認される。平成一〇年（一九九八） に久留米市教育委員会所蔵となっている。資料番号はＡ一九九八
－〇二八
－一七八である。
	
成立時期についてこの「町奉行中勤方覚」の成立時期であるが、巻末に「十二月
　
端
山作之進
　
長谷川外守」とあるだけで明らかにならない。まず、端山
作之進・長谷川外守は町奉行であるが、就任期間は「御家中略系
譜
３」
によれば、下記の通りである。
端山作之進
　　
文化五年八月二七日～文政八年一〇月二四日
資料紹介
　
久留米藩「町奉行中勤方覚」について
古賀
  正美・吉田
  洋一
（久留米古文書を読む会）編
図１　町奉行勤方覚
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長谷川外守
　　
文化七年三月一二日～文政一〇年一〇月一五日
二人の重複期間は
　
文化七年三月一二日～文政八年一〇月二四日で
ある。さらに本文中に文化一一年の記事があることから、さらに限定され、文化一一年～文政八年一〇月二四日までに成立した史料とすることが出来る。
さらに『御旧制調書』三に「文政元年御郡方勤方」が紹介されてい
るが
４、標題にある「御郡方」の記述とほぼ一致している。さらに「御
郡方勤方」の巻末には「寅十二月」とあり、干支が文政元年と合い、
この『御旧制調書』にみえる年号は信頼できそうである。
また、 「文政元年御郡方勤方」の記述の後に、表紙標題の順にそっ
て、 それぞれの役方の内容が紹介されており、 「町奉行中勤方覚」も一連の史料である。 「町奉行中勤方覚」 には干支はないが、 十二月の表記があることから 「町奉行中勤方覚」 も文政元年十二月の成立であろうまた、下表のように 御銀方勤方」は「卯正月」の成立であるので、文政元年の後半に作成が命じられ、年末の一二 に大半の役方から書上が提出されたが、何らかの理由で御銀 の書上の提出は遅れ、翌年正月となったも であろう。
表一　史料の構成と作成時期
表紙標題 本文中の標題 小分類 作成時期
御郡方 御郡方 日田御用掛取斗方書上 寅十二月
在方節倹方吟味取〆方書上 寅十二月
御郡奉行裁判御銀取斗書上 寅十二月
筑前示談方取斗方書上 寅十二月
在方吟味筋別段御用掛 寅十二月
川方 川方取斗方書上 寅十二月
吟味御目付勤方 吟味御目付勤方 寅十二月
年番方小物成山方締
方御別用銀取斗方
年番方小物成方山方締方取斗方書上
御別用御郡取斗方
寅十一月
受持御郡奉行勤方 受持御郡奉行勤方書上 寅十二月
町奉行中勤方 町奉行中勤方覚 十二月
御銀方勤方 御銀方御役所勤方書上 卯正月
御普請方勤方 御普請方勤覚扣 寅十二月
図２　標題（史料２丁表）
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作成目的本史料の成立の契機は「文政元年御国諸役々勤書出候様被仰出
５」と
あることから、藩の中枢から農村部および城下町の支配組織と業務内容の報告を求められ、藩庁に報告したものである。そのため、書式としては 『…方書上』 と表一の通り各役方からの報告の形をとっている。藩の御役方の実態を調査し 改革 つなげる ったと思われるが、この調査は『米府年表
６』等には記録がなく、調査の目的を明確に
することが出来ない。	
史料の内容本史料は八五条に及ぶ箇条書の後に、 「〇〇一件」と表記される「唐
物改方一件」 「公
義ママ
御役人諸方御使者等并他所町人類使者屋御呼入一
件」 「巡見御目付御下向一件」 「遊行上人巡国御城下町逗留一件」 「御大名様方御城下町通行一件」 「御国鶴到着一件」及び「御城下惣町別当掛分ケ」 「私共（ 奉 ）支配之者共 からな 。これ の内容について概要を触れていく。
なお、本文中には享保一二年（一七二八） 、安永五年（一七七八） 、
寛政元年（一七八九） 、文化六年（一八〇九） 、文化 一年の年紀がみられる。本史料の成立時期は 政元 一八 であり、享保一二年の記事もあるが、大方は一八世紀後半から文政元年ま の江戸中・後期の久留米町奉行の業務内容を示すものであり、この内容を江戸前期の町奉行の業務まで遡らせることに 慎重で るべきと考えている。（一）町奉行所の組織と業務町奉行の勤務と奉行に属する組足軽の業務区分などを記載している。
また、 町別当と 目付 任命も業務であ 。さらに、 「御城下惣町別当掛分ケ」は文政元年段階 久留米城下町の八町別当掛の町分けを記録
したものであり、 「私共（町奉行）支配之者共」は町奉行支配となっている者への御扶持などを記し、町奉行の人的支配を知るうえで重要な記事である。九条の記事と二件の一件からなる。（二）問屋株及び物価の統制諸問屋元〆座株の新規願、譲渡願、蠟絞船願、同減船願、造酒札で
の請酒商売願、酒・油・豆腐・石炭・登治炭・生石などの値段の上げ下げの許認可。旅人宿株・風呂屋株・煮売屋新規願など 城下町の座株の管理及び主な物資の価格統制も町奉行の業務であったことが知られる。六条 関係記事がある。（三）城下町の奉公人・職人などの把握御家中が被官として町方の者を召し抱えた時、また、御役所で町方
の者を召し抱えた際の確認。さらに 町方に住む職人に対する職付の処理、川港である瀬 町での仲仕頭・船才料の任命などの業務である。四条の記事があ（四）城下町住民の把握久留米城下町での住民や他所からの流入者などの把握である。旅人
の逗留、出奔者の御国帰参願、他所から縁付いてきた者 送り状・宗門手形の確認、城下で 捨子の取り扱い、伊勢参宮や商用の為の往来手形の発行などがある。さらに、城下での孝行奇特者の褒賞も業務であった。七条 関係記事がある。（五）惣郭御門出入札・商人提札発行毎年一月の惣郭御門出入札及び商人提札の発行は町奉行の業務で
あった。二条の関係記事である。（六）城下町の伝馬役と町人足役御家中の者などが江戸勤番などの御用を勤める時は、町馬を受け取
ることができ、町奉行は手形に裏書をし 馬刺鉄三郎に馬 提供を命
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じている。また、公儀荷物の運搬の費用も町方が負担することになっており、城下町人は伝馬役を負担していた。年末には城郭内の諸御門への松飾や、 御城、 御殿、 諸役所への煤払いなどは町夫が行う事になっており、洗切の水軍方が大里に出張の時、変事が起きた際 瀬下町町夫が洗切に出るなど、 久留米町人は藩 様々な公役に従事している。五条の関係記事があ 。（七）藩主への御祝儀藩主の御昇進の時、町奉行は町別当・御用聞頭取などを召連れ登城
して御奏者番に謁し御広間御帳に名を記入して帰る。さらに御祝儀として町別当その外の町人や勾当などは祝儀物を献上する。また 藩から御酒を頂戴した場合は町方御役所で頂戴するなどの儀礼がおこなわれている。年始の御礼も町奉行は町別当などと登 して藩主の御通掛りに御目見えが行われる。正月三日の松囃子も町役者によるものである。城下町から城内にかかる大手門・狩塚橋の渡初めなども行われ九条の関係がある。（八）火事・防火・水害の対応城下町の火事についての箇条である。出火の際は町奉行は組足軽を
率いて、町火消しを才判す 下町町人は火事 際には勘定所・町方役所・御武具方・御使者屋・印銭方などに駈け付けることなっていた。これも町人足役の一部である。さらに、防火のため毎年一月に火を使う風呂屋 鍛冶屋・白銀師などのくど改めを行い、毎年二月「辰の水」行事を組足軽が行っている。また、久留米城下町は水害に度々みまわれており、水害への救援も町奉行の業務である。六条の関係記事である。（九）城下町の警備年末一二月二〇日の夜から通行には町送りで通過させることになっ
ており、さらに物騒な時には廻り番の足軽を増やすことにしている。また、 藩主の寺社参拝、 参勤交代の城下通行の際の警戒も業務である。四条関係記事がある。（一〇）祇園会六月七日から同一四日までの祇園会開催にかかわる記事である。神
幸の際に笠鉾・神輿の警固・裁判を組足軽が行い、藩主在国 時 上覧の際は御使者屋の警備などを町奉行や組足軽が行うことになっている。五条 関係記事がある。（一一）城下町での華美・贅沢の取り締まり町方での衣類・髪餝の取り締まりと共に、婚礼を質素に行うことを
監視するものである。二条の関係記事（一二）城下町の空間管理町屋敷地の売買は町奉行の裏書を必要としており、 た町屋には侍
家族役介・扶持人・寺社家族家来・浪人などは居住できず、家代を立てることを触れている。さらに、城下引き続き 所で、髪結床・風呂屋等を経営する事を禁じており、城下町の無闇 拡大を阻止する事も業務であった。城下町内の石橋・水道（排水）の維持も業務 あ瀬下町での船造り、竹木売買、油屋の軒下での繰立、酒 酒桶を干すために道の占有の許認可にもかかわっている。加えて城下町 御制札場の管理、寺社開帳の際の建札、城下で 芝居・見世物などの興行許可も業務である。九条が関係記 である。（一三）城下町町人などへの賦課幕府からの御手伝普請の費用を町人には小間掛、屋敷を所有しない
者には人別銀などの取りたてを行う。また、臨時調達銀を町方の御用聞町人達へ賦課している。さらに、長崎御手当唐船碇などが損じた際の入用金額 町方の小間割り 納めることになっている。四条が関係
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記事と「私共支配之者」からなる。（一四）座頭・出家の管理城下町の座頭が座本に成ることを願う願書、座頭たちが在名になる
時の願書及び在方が損毛で座頭などが農村に入れない時の御救いなどの記事である。瞽女の支配は勾当が行うことを認めている。また、町人で六〇歳以上と幼年で虚弱な者が出家する際の許可も業務である。五条の関係記事である。（一五）長崎家代長崎町には久留米藩から長崎家代が任命され、毎年の御着城・御発
駕の際には御祝儀に出て来たが、今後は重要な御祝儀の時だけ伺う事になったこと、長崎町人が久留米領の御国問屋になることを願う きは、長崎家代から事前に申し越すことになっていた事をのべてい 。二条である。（一六）近隣諸藩との外交近隣からの徒士使いの取扱い、また、諸 の様々な情報の獲得のた
めに隣国聞合役江上屋与一郎の業務がある。二条
以上が八五条に及ぶ箇条の内容の概略である。次に「〇〇一件」と
呼んでいるものについてふれる。	
唐物改方一件一七条に及ぶものであり、この史料 三分 一近くを占めている。
唐物改めが町奉行の加役となったのは享保 二年（一七二七）七月降の事である。内容は藩内に二名の唐物問 を任命し 領内 唐物の又買・隠売買を取り締まらせ、領内在町での唐物を商売しているもへ印札を渡し、唐物売買を統制しようとし 内容である。この中には寛政元年（一七八九）に「長崎より差し越すことになった事から家老中より渡された長崎宿老の手板の雛形」が収録され おり、厳しい唐
物の流入を管理する体制があったことが知られるものである。唐物の取引については、 『久留米藩法集』には断片的に見られた史料であるが、今回纏まった形で見 こと 出来るようになったものである。	
公儀御役人諸方御使者等并町人類使者屋御呼入一件二六条に及ぶ内容をもつ。日田御郡代・御代官の城下通行の際の御
使者での接待 長崎御代官、支配御勘定御普請役、他所町人、田代代官、本願寺使僧などの通行及び使者屋での接待の記事である。格式によって面会者 違いや、用意される料理の違いなど興味深いものがある。	
巡見御目付御下向一件一六条の内容がある。巡見御目付の下向は事前にわかるので、用向
きを良く調べるようにと命じられ、事前に隣国聞合役が所々に調査に行くように命じられている。巡見御目付の本陣や中宿三軒の準備等、幕府のお目付であ ので、巡見御目付一行の必要な品物の値段を事前に示めさせたり、絞油・桶細工・鍛冶細工をやめ、静かにするように命じており、慎重な取扱いがしられ	
遊行上人巡国御城下町逗留一件九条にわたるものである。藤沢遊行寺の上人が久留米城下町に逗留
される際の取扱いである。一行 ために宿寺が五か寺準備される。また町別当一掛がそれぞれ面倒 見ることにな いる。上人 登城される際は組足軽が案内する。御宿 出立され 時は 組足軽二名町内先払、 目付四人、箒引二人 案内として町別当一名が出ることになってい 。瀬下で筑後川を渡ら 時は瀬下町で渡し船を差し出すなど、町人の負担が大きい。	
御大名様方御城下町通行一件六条の一件である。城下町を通行される場合は三本松 の高札場に
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町奉行一名が東向きに下座して迎えることになっている。さらに町目付五名は並び平伏し、通十丁目から来られた時は通町一丁目木戸際、原古賀 （柳川往還）からの場合は三本松町上ノ町・中ノ町境あたりで平伏してお迎えするなど詳細な記事がみられ 。島原様、人吉様、宇土様などの通行の時は町奉行は出役しない例であった。	
御国鶴到着一件六条にわたるものである。町奉行は十丁目口で出迎え、町内の行列
を才判する。町筋の家々は水田子（桶 をだし、土間に下りお迎えする。行列の町夫の箒引二名、 目付二 で先導する。行列には御国鶴と御奉書を入れた挟箱を十丁目口で御納戸方と交代 城内に運ぶ行列の様子がよくわかる史料である。おわりに
以上、本史料の内容にふれてきたが、町奉行は久留米城下町の広範
囲の行政を取り扱っており、そ にふれた本史料は様々な角度から久留米城下町の実態 迫ることが出来 ろう。
ただし、毎年五月に行われた宗門御改人別帳の作成業務などが触れ
られておらず、広範囲な内容をもちつつも欠落したものもあることにも注意すべきであろう。注１
　
山本実編『西海忠士小伝』一八九六年、一〇丁。
2　
昭和七年（一九三二）刊。
3　「 （久留米藩）御家中略系譜」 、久留米市立図書館所蔵。
4　『久留米市史第八巻資料編（近世一） 』所収。
5　『御旧制調書』三（ 『久留米市史第八巻』一八八頁～） 。
6　『福岡県史資料第五輯』 （一九三五年刊）所収。
凡
　
例
一本資料の解読では漢字の字体は原則として新字体を使用し、固有名
詞についてのみ形の異なる字体は原史料通りとした。
一史料に用いられている個体、異躰、略字などの文字は、便宜上活字
体になおしたが、左記のものは原 をのこした。　　
ゟ
　
躰
　
斗
　
ア
　
　
　
 ただし、文末の
（候） 、 ヽなどは
に統一したが、楷書体の候は原
史料通りとした。また、変体仮名は
　
　
　
　
の外は全て平仮
名に改めた。
一校訂にあたり、本文中に読点（、）と並列点（・）を施した。一原稿の作成は、久留米古文書を読む会がおこなった。解説は古賀正
美が作成し、吉田洋一が補足した。

久留米古文書を読む会（古賀正美、今任良三 柿原正幸、柿 紗千子、河野孝子、田中実、杉谷善子、寺崎洋司 吉川尤介、故吉岡秀美、中川寿賀子、原 幹夫 福田健、福田緑、小宮淳子、堤宣義吉田洋一）
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町奉行中勤方覚（久留米市教育委員会蔵「黒岩文庫」 ）一私共御役義勤方日々四時ゟ御役所え罷出、御用無御座
ヘ
、八ツ
時頃引取申
、尤三八ノ日休日相立居申
事
一御用番之者
御家老中御城出仕御座
内、登
　
城芭蕉之御間へ相詰
罷在
事
一私共組與頭三人、組足軽之内五六人充御役所え罷出居、御用向取調
させ申
事
一町方え
組足軽両人ツヽ昼夜不絶打廻せ、喧嘩口論或
狼藉者
有
之候は取〆置申出候様申付置
事
但御改法已前は組足軽三人ツヽ打廻せ居
間、為助御先手足軽四
人受取置
へ共、其砌揚人ニ相成
間、只今両人ツヽ打廻せ
事
一組足軽両人ツヽ組長屋へ捕者為手当昼夜為相詰召置
事
一御役所番組足軽両人定居ニ罷在
事
一町別当共自分之義ニ付、願出候義
願書御家老中へ差出申
、尤重
立
義は私共口上書相添差出
事
一諸問屋元〆座株類新ニ願或
譲渡願出
節
願書御家老中へ差出、
追
被仰渡
事
但右相続願出
節
、御家老中へ願書差出
へ
私共ゟ願之通申
付
様御申聞
事
一蠟絞船願同減船願、造酒札ヲ以請酒商売願、酒・油・豆腐・石炭・
登治炭・生石
上ケ下ケ直段願出
へ
願書御家老中へ差出、追
被仰渡
事
一町別当役被仰付
節
　
御書付ヲ以、御家老中より被仰渡
付、本
人呼出シ申
上、私共為御礼登城御奏者当番え相謁
、町別当
私共召連御家老中御宅へ為御礼罷出
事
但御留守中
私共御礼御家老中御宅へ罷出
事
一諸問屋元〆座株類貸渡之義願出候節
、私共承届申付
事
一旅人宿株・風呂屋株・煮売店新規願容易ニ不申付
、尤格別無拠訳
も御座
節
重々吟味之上、私共承届
事
但相続・譲渡・貸借願之義格別不及吟味承届
事
一造酒株相続并造酒札ヲ以、請酒商売仕
者之貸借相続之義願出
節
、私共承届申付
事
一町目付申付
節
町内之者入札ヲ以願出候ニ付、封之侭町別当差出
間、私共開封之上、札高之者人品猶又吟味申付
上、町目付役申
付
事
一三領大庄屋以下川筋恒例見分有之、瀬下川筋罷通
節
同町浜筋為
固、組足軽弐人差出、其外町目付共罷出申
事
一髪結株・豆腐屋株新ニ存立
節
年行司町別当へ申出、無拠訳も御
座
節重々吟味之上、年行司町別当ゟ申付
、其上ニ
私共え申達
間承届置
事
但相続・譲渡・借貸之義、年行司町別当 置
一御家中被官之者召抱置
義
人高相極居
義ニ付、町方之者召抱
節
私共御役方へ達有之
得
、御郡方え為承知掛合
、在方之者
召抱
節
御郡方え達有之
へ
私共御役方へ掛合御座
事
但暇差出
節右同断
一諸職人共職付願出
へ
、願書ニ私共裏書仕、御作事方へ差越差支
無之旨申来
上、職付申渡
事
但相止
節同断
一町方之者家法
仕
ニ付、表向三尺通押出シ板囲仕度願、瀬下浜町
筋ニ
船造立
場所願、竹木商売願、釣看板願等申出
節
、道方
え掛合
へ
差支有無吟味之上、申来
ニ付、私共承届
段申渡
16久留米大学文学部紀要　国際文化学科編第34・35合併号
事
一油屋共油船軒下ニ
繰立申度願、或
酒屋共酒桶軒下へ干申渡
（度ヵ）段願出
節
、私共承届申渡
上、道方へ為承知掛合
事
一就御用町夫之者、昼之内二之御丸中御門往来仕
節
、町別当共焼
印之提札ヲ以罷通申
、尤右提札印鑑両御番所え差出置申
事
一町方之者他国へ売用或
伊勢参宮等ニ罷越
節
私共ゟ往来証文差
出
事
一御家中之面々并無格類、江戸勤番其外就御用他国え罷越
節
、町
馬受取
義ニ付、私共方へ手形差出
へは裏書ヲ以、馬刺鉄三郎え
差出
様申付
事
一旅人罷越町方へ滞留仕
節
宿主手前ゟ宿逗留之願書ニ、旅人持参
仕
往来証文相添差出
付、右証文見届、願之通承届
事
但通掛一宿仕
義
不申出
事
一出奔者
　
御国帰参之義類家之者ゟ願出
節
私共承届申渡
、尤御
扶持人類或
御家中家来等ニ罷成、江戸表え罷登出奔仕
者元帳面
所ゟ願出
節
御家老中え申達御差図受申渡
事
但出奔仕
年ゟ七ケ年相隔不申内
承届不申御役法ニ御座
事
一他所ゟ縁付参候
御当地え引越候節
、本国ゟ送り状
宗門手形相
添願出
ニ付、右送り手形宗門手形見届、願 通承届
段申渡
事
一年始所々御門御松餝且御城
　
御殿并諸御番所
御煤払之節、町夫差
出
事
一年始御礼正月三日之朝、町別当并同格並之者共且御用聞頭取町人共
召連登
　
城仕御通掛
　
御目見申上
節、千靏二之御間え待座仕罷在
事但町別当共
御肴鯣壱台献上仕
、御用聞頭取町人共義
扇子壱
箱ツヽ献上仕
事
一丹波屋弥七義家柄之者ニ付、年始為御祝儀登
　
城、下長囲爐裏於御
椽ケ輪
　
御目見申上、扇子箱献上仕
事
一正月三日之夜御松囃子之節、町役者共召連登城、御規式之内千靏之
御間御 ニ罷在
、右相済
上、私共義は芭蕉之御間次ノ御間
ニ
御祝ひ之品頂戴仕
、町役者共義
下長囲爐裏御椽ケ輪ニ
頂
戴仕
、右御礼当番御奏者番へ相謁
、追
町役者共為御祝義御銀
被下
節、御目録於
　
御殿御用人中へ 渡
間、為御礼私共月番登
城仕、当番之御奏者番へ相謁申
、町役者共年行司町別当召連、為
御礼御用人中宅へ罷出
事
但私共組与頭壱人、足軽壱人、年行司町別当共召連登城、町役者共見ケ〆為致
事
一毎年十月、火之元用心
改組足軽差出
且鍛冶白銀師類或
風呂屋
新規願出
節
、火床取建
上、是又為改組頭足軽差出
事
一毎年十二月廿日之夜ゟ町方丁送り申付
、尤夜四ツ時過往来之輩無
挑灯ニ
罷通
者
侍たり共相送り
様申付
旨、御家老中へ申達
事
一高良山・善導寺御参詣、其外野辺
　
御出駕
之節
、為
　
御先払組
足軽両人町肝
両人差出
事
一御上下之節私共両人町別当并
　
御目見え申上
町人共召連、拾丁目
口御門外へ罷出居、私共御目見申上
上、町別当町人共と披露仕
事
一丹波屋弥七義
　
御参覲之節
、松崎御茶屋え罷出御目見申上、塩壺
献上仕、金子拝領被
　
仰付
、御帰国之節
　
御一宿迄罷出

御目見申上、扇子箱献上仕、金子拝領被
　
仰付、両様之節御用人中
へ私共ゟ書状差出
事
一御上下之節非常為手当
　
御先へ組足軽四人、為
　
御先払足軽四人與
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頭壱人差出
事
一祇園会神幸還幸之節、私共壱人ツヽ為笠鉾押出役仕
事
一右之節非常為手当組足軽七八人差出、笠鉾才判も為仕
且神輿為押
組足軽四人差出
事
但組足軽不足仕
付、為助御先手足軽受取
事
一笠鉾為上覧使者屋へ被 入
節
、私共之内壱人同所近辺え出役仕
居
事
但與頭壱人組足軽一両人召呼置
事
一右之節使者屋御拝見前通り押、狩塚御橋際、呉服町口、三本松御制
札場脇、 使者屋脇横丁口え組足軽両人程ツヽ差出置、 胡散成者等
　
御
拝見前通り不申様、固させ申
、且裏門固メ組足軽壱人差出申
、
外ニ片原町・三本松町・米屋町
非常為手当組足軽弐人為打廻
事
但使者屋
　
御拝見前通り押
　
御出之上、御目付足軽と引代り
事
一右之節、使者屋え年行司町別当壱人并町目付
相詰させ置申
事
一三本松町・瀬下町両御制札之義
私共受持ニ付、古ク相成御仕替之
節、御用番御家老御宅へ御制札為持せ罷出、見分之上御作事方ニ新規出来、 認方之義
御記録方へ被仰渡、 出来之上御家老中え差出、
見分相済 制札場へ組頭差出為掛
事
一寺社開帳
御座
節、御制札場脇其外町口
へ建札之儀、其寺社家
ゟ願出候節
承届町方え申渡
事
一隣国所々ゟ徒士使ニ
御書到来仕
節
、御家老中へ申達
へ
御
徒士中罷出、御書受取、御返書も 徒士中持参相渡
、尤一汁五菜
御料理被下
ニ付、其節私共組頭差出挨拶
仕
事
一右同飛脚ヲ以御書到来仕
節
宿主ゟ私共方へ差出
付、御在国之
節
御用部屋え差出申
、尤御音物御座
節
私共出仕、御用人中
へ差出申
、御在府之節
御家老中へ差申
事
一町方え惣郭御門并商人提札受取候義
、町役人其外商売物ニ寄受取
間、年々札数増減も御座
付、正月御改之節、年行司町別当ニ
吟味仕、札数相究、私共焼印之義書付ヲ以申出
間、致焼印
上、
御昇方え年行司町別当共ゟ之差出手形奥書印形相加へ相渡申
、尤
商人提札之義
私共名前無御座
ニ付、焼印不仕
事
一町方之者御法度之衣類髪餝相用
節、吟味之上書付ヲ以、御家老中
へ申達
、尤御家老中ゟ名付被相渡、吟味之上申達
様被仰渡
義
も御座
、其上ニ而右品物取揚、御咎之儀被仰渡
事
一御橋渡り初御座
節
町方家繁栄之者吟味申達
様、御家老中ゟ被
仰渡御座
ニ付、人品申達
上、渡り初被仰渡、相済
上御銀拝領
被仰付
事
但渡り初之節、見物人為押組足軽差出
事
一御城下町寺社え芝居見せ物角力
御座
節
、寺社方并私共御役方
双方へ町役人共奥書仕
願書差出申
、町地ニ而御座
へ
私共ゟ
御家老中へ申達、御差図を受申渡
、寺社地ニ而御座
へ
寺社方
へ申出
前、町役人共ゟ内意申達私共存寄無之上、双方え願書差出
寺社方え申渡、相済
上私共承届
事
一辰水御書付於
　
御殿御用人中ゟ被相渡候へ
、使者屋并町方御役所
或
駅屋
え組足軽火事羽織着用差出、辰之水為打
事
一町方之者共致婚礼
節
、其段申出
ニ付、万端質素ニ取斗
様町
役人共ゟ心ヲ付可申旨、□申付、時々之模様見斗組足軽差出
事
一御内用銀・御別用銀拝借之義願出
節
、願書右御銀元え差越掛合
へ
、吟味之上貸渡ニ相成
段申来
ニ付、其段申渡拝借証文差
出
ニ付、見届印形相加へ相渡
事
一御手伝被為蒙
　
仰付候節
町方小間掛・人別出銀被仰付
節、町別
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当へ申渡、私共御役所へ取建
上、御銀方へ相納
事
一江上屋與市儀隣国聞合役被
　
仰付置
ニ付、一ケ年ニ両度ツヽ筑前
福岡・秋月、肥前佐嘉、筑後柳川え罷越、彼表之様子五穀、諸式直段
書付、封之侭差出
ニ付、御家老中え持参差出
、尤右聞合罷
越
義、前以申出
ニ付、御家老中へ申達
事
但不時ニも為聞合罷出申
様被仰渡
義も御座
事
一町方家屋敷売買仕
節
、表口何間、入何間、直段何程ニ
売買仕
度段、双方ゟ売買券状差出
付承届、私共裏書印形相加へ相渡
事
一長崎御手当唐船碇并御囲場損
節
、入用右代銭在町割符ヲ差出
様、惣奉行中ゟ申渡有之、町方小間割ヲ以 出銭申付取立相納
事
一町方之者剃髪之儀願出
へ
、六十歳以上之者共
願之通私共承届
申渡
、且又幼年之者生得虚弱病身ニ
出家弟子罷成度旨願出
ヘ
、吟味之上私共承届、願之通申渡
事
一大里御渡海之節、御水主中被差越
ニ付、出火変儀之節洗切御役所
え瀬ノ下町夫馳付
様、御船作事方ゟ掛合有之
へ
、其段瀬ノ下
町別当え申渡、手当申付
事
一町方之者共諸御役方え被召抱
段御家老中ゟ被仰渡
節、掛り別当
へ本人召連罷出
様申渡、罷出
上申渡
事
一瀬下町仲仕頭并船才料 引代り
節
、人品相極、町別当ゟ御蔵奉
行え願出、追
惣奉行中ゟ私共方え申付
様申渡ニ相成
事
一酒見風浪宮神事能之節、 町役者共差出
様惣奉行ゟ申渡ニ相成
間、
年行司町別当へ申渡、役者共人品相極使屋ニおゐて習試之儀 出間、其節私共罷出見分仕
事
但相済
上、御銀三両ツヽ拝領仕
事
一御城下町引続之在地ニ
髪結床并居風呂屋或
店差出
儀、町方之
衰微ニ相成
間、差留ニ相成
様、御郡方へ掛合、其段在方え申渡
ニ相成
段、右役方ゟ掛合有之
間、町方へ申渡置
事
一日田長崎元〆手代
　
御城下町罷通り休泊
之節、先触馬刺鉄三郎
差出
へ
休泊之宿手当申付、案内町目付壱人差出
事
一町方ニ
孝心奇特之者御座
節
、町役人共書付ヲ以申出
付、御
家老中へ差出申
、追
為御褒美金子・太米
被下置
段被仰渡
へ
、本人召連罷出
様、掛別当へ申渡罷出
上直ニ申渡
、私共
月番御在国之節登
　
城御奏者番当番へ謁、御礼申上
、御在府年
御家老中御月番へ罷 御礼申上
事
一公義御用荷物御城下町罷通
節、馬刺鉄三郎ゟ相達
間、為押組足
軽差出
事
一御城下町石橋并水道筋之蔀立札
損
段、町方ゟ申出
へ
惣奉行
中へ覚書ヲ以申達、新規出来或
御繕
相成
事
一物騒
ニ
廻番足軽人数相増可申旨被仰渡
節
、増廻申付
事
但人数不足仕
付、助之儀申達
事
一町方之者御国差外シ他国ニ相病、其所ゟ元帳面所え送り越
段、掛
り別当ゟ申出
節
御家老中え申達
事
一長崎御家代共、是迄御着
　
御発駕之節、為御祝義罷出来
へ
、
以来其義ニ不及重立
御祝義
之節
時々可伺出旨
　
文化十一亥年
織部殿被仰渡
事
一捨子仕
節
町役人ゟ書付ヲ以申出、私共承届申
、何某養育仕度
段増人之儀願出
ニ付、是又承届申
事
一御昇進被為蒙
　
仰付
節
、為御祝義町別当并同格並御用聞頭取共
召連登城仕、御奏者番当番え、右名付差出、私共相謁
上、右之者
共召連御広間御帳ニ付、引取
事
一右為御祝儀町別当其外町人共且勾当共、献上之品々私共御役所え差
出
節
、請取之、右目録私共持参登
　
城仕、御奏者番当番へ相謁、
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右目録差出、為御祝義献上仕
段申達引取
事
一右為御祝儀町別当同格並町目付御用聞町人共え、御酒頂戴被仰付
節
、町方御役所ニおゐて頂戴仕、相済
上、御家老中へ私共両人
為御礼罷出申
、尤町別当并同並之者共
御家老中御宅へ為御礼罷
出
、町人共
私共宅へ為御礼罷出申
事
但御先々代
　
少将御任官之節
右之者共御能拝見被仰付
事
一御家中士中家族役价并家借家来・御扶持人・寺社家族家来、其外御
医師・浪人
町居住之儀、拝領家敷之外
御法も御座
義ニ付、家
代之者相立、公役并家作
表向
万端町並之通、相心得
様申渡置
、尤浪人中之内、町役御免門玄関
取建
様被仰付
輩も家代
立置、其外格外之儀ニ御座
事
一町方之者共之内え臨時調達銀被仰付
節
、 御城下町別当共へ、 直々
被仰渡
御用御座
間、御宅へ召連罷出
様、前日御勝手方 家老
中ゟ御切紙到来 当日町別当共召連罷出、 御勝手方御家老中御列座、惣奉行中出座之上、私共町別当共召連罷出被仰出
趣被仰渡有之
故、御承合せ申
、左
御書付并銀高名付帳面被相渡
間、取次
町別当列頭え相渡申
、 尤私共儀、 右御用掛被仰付
段被仰渡
間、
御役方ニ
取立御銀方へ相納
事
一御祝儀事ニ付、御家中之面々惣出仕仕
節
町別当格並之者迄御家
老中御宅へ罷出
事
但町目付者之儀
私共宅え罷出
事
一長崎町人共 国問屋被
　
仰付被下度旨願出
節、同所御家代共ゟ申
越
節
御家老中え御内意申達
上、願書差出、追
被仰渡
事
一座頭共之内座本ニ被仰付被下度旨願出
節
願書ニ私共口上書相添
御家老中え差出、追
被仰渡
事
一座頭共之内在名ニ相成
節
勾当共ゟ書付ヲ以申出
ニ付、御扶持
方米被下置度願、御用席中え御内意申達、追
御家老中ゟ被仰渡
事
一在方稀成損毛ニ
座頭共三味線門弾
も村々へ入レ込不申、親類迚
も無御座、生活相立兼
ニ付、勾当共ゟ御救米之義歎出
節
、猶
又吟味之上、惣奉行中え名付并歎書
差出申達
事
一瞽女寿成之儀文化六巳年勾当共ゟ初
願出
ニ付、御家老中へ申達
所、御聞届以来
私共承届申渡
様被仰渡置
事
一出火之節火元え私共両人與頭并組足軽召連罷出、町火消之者防火才
判仕
、町方焼失仕
節
火元并類焼之軒数御家老中え相達
町別
当類焼仕
節
、追
為御救銀一枚、町目付へ
銀廿目拝領被仰付
、其外数軒類焼仕
節
、町役人ゟ願出
へ
極難之者共へ御救
米被仰付
事
但在方出火
近在たる共町火消差出不申
、尤小森野村或
肥前
領ニ
も御城間近場所出火、風筋悪敷大火ニも可相成模様ニも御
座
へ
、追手御門前へ町火消相集り置、御差図次第御城内え入
込
事
　　　
出火之節諸方駈付夫
一御勘定所
　　　　　
拾九人
　
一御銀方
　　　　　　　　
七人
一町方御役所
　　　　
廿人
　　
一御武具方
　　　　　　　
廿壱人
一御船作事方
　　　　
拾人
　　
一検見方
　　　
廿壱人
一御永蔵所
　　　　　
廿四人
　
一京隈御蔵所
　　　　　　
拾五人
一明善堂
　　　　　　
六人
　　
一使者屋
　　　 　　
拾人
一印銭方
　　　　　　
八人
　　
一講方
　　　　　　　　　
拾五人
一三本松町御制札場
　
五人
　　
一瀬下町御制札場
　　　　
五人
一拾丁目御番所
　　　
廿人
　　
一原古賀町七丁目御番所
　
廿弐人
一小頭町御番所
　　　
拾弐人
　
一追手御番所
　　　　　　
弐人
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一私共組長屋
　　　　
壱人
　　
一大石宮
　　　　　　　　
八人
一五穀神社
　　　　　
八人
　　
一牢屋敷
　　　　　　　　
廿三人
　
右之所々え近火之節、町夫差出申
事
一出火之節ニ町別当共八掛之内ゟ一掛之人数
御昇方へ属防火仕
事
但一掛受持一ケ年ツヽ廻シニ相勤
事
一洪水之節町内水下ニ相成
場所御座
節
、私共打廻り見分仕模様
次第惣奉行中え申達、粥米受取、水下ニ不相成町方へ申付、粥米相拵させ相與申
、若危難ニ及ひ
程ニ成行
船
手当も差図仕
事　　　　
唐物改方一件
一唐物抜荷改之儀、町奉行中御役方ニ被属
間、手付足軽差出 相改
可申旨、享保十二未年七月廿五日内記殿ゟ被仰渡
以後、私共加役
ニ相成居申
、右ニ付、私共組与頭壱人并組足軽之内両人役掛申付
置
事
一御城下町え唐物問屋両人申付、唐物荷物又買隠売買等無之様稠敷吟
味可仕旨申渡置
事
一御領中在町唐物致商売
者え印札相渡置、印札不致所持者決
取扱
申間敷旨被仰渡置
、右印札相渡
者共之儀
人品
吟味之上、抜
荷又買仕間敷且印札不致所持取扱
者
勿論、不正之品
取扱
者
見当次第押置可申旨、先年ゟ追々被仰出
趣一〻屹度相守可申旨
之ケ条之請書、御城下町
町別当町目付奥書、在方
大庄屋・庄屋
奥書ニ
壱人切ニ差出置
事
一御領中在町抜荷又買不正之品為改、組足軽折々差廻
、尤唐物問
共右同様差廻
事
一吉井町・松崎町・福島町・榎津町・若津町、其外町立
場所御境目
口々見斗ひ、唐物問屋共ゟ改手先之者相立置、抜荷不正之品相改
様申渡置
事
但若津町・福島町之義
、隣国所々ゟ旅人之入込
場所ニ付、猶
又心掛
様申付置
一唐物抜荷又買之品改筋ニ紛敷
ニ付、和薬種之分旅人
勿論、御国
者たり共、唐物問屋え荷物差出改を受、印手形取可致商売旨、寛政十二申年被仰渡
事
一御境目口々 問屋改手先之者共、唐物并琉球・朝鮮出産之品、和
薬種荷相改、不正之品ニ
無之節
、口々俵留メ御番所え之通、手
形相渡、於御番所右手形引合差通
、若不正之品有之
、押置可
申出旨申付置
、右之通手形穀留御番所え取集メ一ケ月限、私共御
役所へ差廻ニ相成
事
一代物問屋共方ゟ註文之諸品荷物旅人持越
節
、其段申出
上、組
足軽差出、若唐物抜荷入込
無之哉吟味之上商売申付
事
一抜荷又買之品紛敷荷物附通り
欤又ハ致馬継
節
押置、唐物問屋
へ早速申通
様馬刺鉄三郎え申渡置
事
但馬子共へも右之趣屹度申付置
様申付置
事
一右同断通り掛之旅人又
致止宿
者共紛敷荷物致持参
節
押置、
唐物問屋え早速申通
様、旅人宿共へ申渡置
事
一唐物 切唐物問屋へ 物引受、長崎宿老共手板私共御役所え差出ニ
付、 右
引（ママ）
鑑引合組足軽差出相改、 反物類へ
一反毎ニ御役方朱印付
上ニ
商売為仕
、尤御定法之問屋口銭引取、諸所え越候節
御
番所通り手形、問屋共ゟ差出
、且手板之儀
何品相
調相違無之旨 問屋共裏書印形相加へ旅人え差返
事
但在方へ右荷物差越
義有之節
手先之者引受、万端右之通取斗
事
一朝鮮出産之品并和薬種唐物問屋え荷物引受、其段私共御役方へ申出
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上、組足軽差出、送り手形引合相改、反物類
御役方朱印一反毎
ニ付ケ
上ニ
商売為仕
、諸所ゟ持越
節
御番所通り手形問屋
共ゟ差出
事
一唐物并朝鮮・琉球出産之品和薬種共ニ大坂表ゟ差下申
荷物
唐物
問屋へ引受申
上、組足軽差出，大坂送り手形引合相改、万端右
之通取斗
事
一在町ニ
唐物商売印札相渡置
者共ゟ大坂え註文之唐和之薬種、唐
織反物類差下
節、札持共ゟ問屋へ申出、其段私共御役方へ申出
上、組足軽差出大坂送り手形引合相改、万端右之通取斗
事
一在方ゟ長崎表え注文之 薬種并唐織反物類持越
節、手板唐物問屋
へ差出
、其段私共御役所え申出
上、組足軽差出、問屋共立合、
長崎宿老手板之印鑑引合相改、万端右之通取斗
事
一和砂糖御城下ニ
商売仕
者、唐物問屋在方
其方角ニ右問屋ゟ手
先之者立置相改
上、御領中他領出共ニ通手形相渡
様申付置
、
尤、樽詰米蔵叺入共ニ、問屋改印を付、通り手形相添、商売
者へ
相渡
間、諸所穀留御番所ニ
、右通り手形を取改印相改差通
事
一長崎ゟ差越ニ相成
由ニ
御家老中ゟ被相渡
同所宿老共手板之形写



手板
　
諸国え差送り
手板之形
一何品
宿老割印

　　　　　　　　　　　　　
何櫃
但何斤ツヽ入
右荷物此度御改ヲ受 何国何町何屋何某船頭誰何丸ゟ其元え差送り
所実正也、参着次第其御地御役人え被仰出御改被受
上、荷物御
受取可被成
、右御改相済
ハヾ其旨此手板之御裏書被仰受、此手
形此方へ御差返可被成
、御当地掛之御役人え相納申
、勿論荷物
海上之儀
可為御法者也、仍
送状如件
　　
寛政元年酉何月
　　　　　　　
長崎何町
　　　　　　　　　　　　　　　　　
何屋何某印
　　　　　
何国何屋
　　　　　　　
何某殿
　　
表書之通承届之
已上
　　　
酉何月何日
　　　
長崎宿老
　
印
　　　
宿老印
　　　
手板
一何品
　　　　　　　　　　　　　　　
何箇
但何斤充入

右荷物此度御改ヲ受、何国何町何屋何某方へ持越申
、於先方相調
方ゟ此手板裏ニ斤数相記買判書を取、売渡可申
、売物ニ被調置
ハヾ、買主ゟ其所御役人え相断、裏書御印形可申請
、売残持帰
節
斤数此手板ニ相添御届可申上
已上
　　　
寛政元酉何月
　　　　　
長崎何町
　　　　　　　　　　　　　
何屋何某印
　　　 　　
宿老三人宛
　　　
手板
何何番判
一何品
　　　　　　　　　　　　　　
何箇
但何斤ツヽ入

右荷物此度御改ヲ受、何国何屋何某え為持、近国所々え差遣
、於
先々相調
方
此手板裏ニ斤数相記買判書を取売渡可申
、売売物
ニ被調置
方
買主ゟ其所之御役人へ相断、裏書御印形 請
、
売残持帰
節
斤数此手形ニ相添御届可申
　
已上
　　　
寛政元年酉何月
　　　　　
長崎入札商人
　　　　　　　　　　　　　
何屋何某
　　　 　　　
宿老三人宛
　　
御城下惣町別当掛分ケ
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一原古賀町壱丁目ゟ五丁目迄
　　　　　　　　
田鍋屋久左衛門掛
　
一通町四丁目ゟ拾丁目外町迄
　　　　　　　　
酢屋伊兵衛掛
一
三本松町紺屋町鍛冶屋町
　
小頭町壱丁目ゟ二丁目迄
　　　　　　　　　
惣紺屋武六掛
一
新町壱丁目ゟ三丁目迄
　
小頭町三丁目ゟ四丁目迄
　　　
米屋吉右衛門掛
一通町壱丁目ゟ三丁目迄細工町
　　　　　　　
布屋彦兵衛掛
一両替町片原町呉服町米屋
　　　　　　　　
井筒屋武三郎掛
一
今町築島町田町魚屋町
　
原古賀町六丁目ゟ七丁目迄
　　　
戸板屋佐平掛
一瀬下浜町同裏町同横町同通町
　　　　　　　
渡屋六兵衛掛
　　
惣〆四拾壱丁
　
右ハ軒数千七百八拾七軒
　　　
内
　　　
拾壱軒
　　　　　　　
潰屋
　　　 　
五拾壱軒
　　　　　　
明地
　
小間数六千五拾弐間弐合壱勺五才
　　　
私共組支配之者共左之通
一
御配当拾六俵三人扶持
　　　　　　　　
端山作之進組御先手足
軽
　
御役料銀三十目
　　　　　　　　　　　
與頭
　　
 阿部林太夫
一御配当拾四俵二人扶持ツヽ
　　　　　　
同人組御先手足軽























拾壱人
一
壱人半扶持
　　　　　　　　　　　　　
同人組付綱取之者
　
御給銀百廿五匁
　　　　　　　　　　　　　　　
壱人
一
壱人扶持
　　　　　　　　　　　　　　
同人組人足
　
御給銀七拾五匁
　　　
壱人
一
御配当拾六俵三人扶持
　　　　　　　　
長谷川外守組御先手足軽
　
御役料銀三十目
　　　　　　　　　　　
與頭
　

近藤武右衛門
一御配当拾四俵二人扶持ツヽ
　　　　　　
同人組御先手足軽























拾壱人
一
壱人半扶持
　　　　　　　　　　　　　
同人組付綱取之者
　
御給銀百廿五匁
　　　　　　　　　　　　　　　
壱人
一
壱人扶持
　　　　　　　　　　　　　　
同人組人足
　
御給銀七拾五匁
　　　
壱人
一
御配当六石四斗弐合壱歩扶持
　　　　　
御使者屋番定居
　
造用夫銀廿五匁
　　　 　　　　　
御側足軽格
井上万作
一御配当拾六俵三人扶持
　　　　　　　　
長谷川外守組御先手足軽
　　　 　　　　　　 　　　　　　　

与頭
　
 近藤太兵衛
一
御配当七石弐斗
　　　　　
牢守
　
弐人扶持
　　　　　　　　　　　　　　　　　

稲吉直次
一右同
　　　　　　　　　　　　　　　　
右同
　　　 　　　　　　 　　 　　　　　　　


高松勝助
一御配当八石三人扶持
　　　　　　　　　
居者斬
　
 水島伝次
一御配当五石壱人半扶持ツヽ
　　　　　　
牢屋番























八人
一御配当三石壱人半扶持
　　　　　　　　
町方定付小者
　






















壱人
一拾五人扶持銀五枚
　　　　　　　　　　
長崎御家代























井上市兵衛
一右同
　　　　　　　　　　　　　　　
右同
　　　　　　　　　　　　　　　
友永弥右衛門
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一三人扶持
　　　　　　　　　　　　　　
座頭惣支配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
田川勾当
一弐人扶持
　　　
右同
　　　
大塚勾当
一壱人扶持
　　　 　　　　　　　　　　　

秋山勾当
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
加代都座頭
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

左衛都座頭
　　　
御扶持方被下置
町人共左之通
一弐人扶持
　　　　　　　　 　　

御勝手方御用聞























布屋彦兵衛
一拾五人扶持
　　　　　　　　　　　

　
右同頭取町別当格























福童屋次郎兵衛
一廿人扶持
　　　　　　　　　　　　　　
右同頭取町別当並























泉屋弥作
一拾五人扶持
　　　　　　　　　　　　　
右同
　

塩屋喜兵衛
一五人扶持
　　　　　
御勝手方御用聞























帯屋弥兵衛
一五人扶持
　　　
福童屋喜兵衛
一三人扶持
　　　　　
中島五郎兵衛
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
山本屋喜左衛門
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
米屋千助
一右
　
同
　　　
唐津屋喜右衛門
一弐人扶持
　　　　　　　　 　　　　　　　
戸板屋仁三郎
一右
　
同
　　　
冨屋善右衛門
一右
　
同
　　　　　
泉屋宗兵衛
一三人扶持
　　　　　　　　　
魚問屋御肴物御用聞

戸板屋六蔵
一右
　
同
　　　　　　　　　　　　　　　
狂言師
　
 畳屋文平
一弐人扶持
　　　 　　
御柄巻師

要八
一右
　
同
　　　
馬刺
　　
 鉄三郎
一右
　
同
　　　　　
隣国聞合役
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




江上屋與市

〆



公義御役人諸方御使者
并他所町人類使者屋御呼入一件
一日田御郡代御代官
　
御城下町御通行之節ハ、私共之内壱人道筋え罷
出申
、町別当壱人町口へ罷出居申
、町内先払として組足軽弐人
案内町目付弐人、箒引弐人差出申
、使者屋へ休泊御座
節
、私
共儀
御制札場脇へ壱人罷出申
、使者屋門前へ箱番所取建、御側
足軽弐人、玄関番御側足軽弐人御着
節、御門脇へ使者屋番出迎罷
在
、御料理被差出
節、加様御徒士中相勤
、御使者御音物
も
御座
、同所御出立之節 私共出方其外先払
御着之節同様取斗申
事但御料理二汁五菜、夜食一汁五菜、手付下代一汁五菜夜食一汁弐菜、近習一汁三菜、夜食一汁二菜、足軽已下末々迄一汁弐菜、夜食一汁一菜、右酒肴
見斗差出申
事
一右御着之上、御家老中出役御逢御座
、惣奉行中、御郡上奉行中、
御郡奉行中等出役仕
、私共両人昼夜相詰罷在申
事
但出役之面々皆御逢 座
事
一使者屋台所向火之番として御先手足軽弐人、惣肝
町別当壱人町目
付町肝
相詰、裏門番町人弐人、夜廻町人弐人罷出申
事
一瀬下渡船之節、乗船之儀
御船手方ゟ差出
ニ付、上荷船弐艘御船
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印建、瀬下町ゟ為差出申
、尤船場へ同町別当町目付
罷出居、荷
物才判
仕
事
一長崎御代官通行之節
日田御代官ゟ一躰御手軽之御取扱ニ
私共儀
も不罷出、尤止宿ニ相成
へ
罷出申
事
一支配御勘定 普請役類
　
公義御役人御城下町通行之節
、為先払
組足軽壱人、 案内町目付壱人差出申
、 休泊ニ相成
町宿用意仕、
料理之儀
一汁弐菜位、町方受負ニ
差出
様申付
事
但宿為見ケ〆組足軽両人程差出置
、其外家持町人
為相詰
事
一瀬下渡船之節、乗船之儀
上荷船壱艘日覆ひ薄縁敷御紋付布御幕打
外ニ上荷船弐艘御船印建、瀬下町ゟ為差出申
事
一尤船場見ケ〆荷物才判町目付差出申
事
一右御役人之内、於使者屋御料理被下
義御座
、其節
私共之内壱
人罷出、万端取斗挨拶
ニも罷出申
、尤日田御役人ニ
御座
へ
ハ御郡方日田御用掛中申談取調、使者屋へも右役中之内一両人罷出申
事
但御料理之儀
二汁五菜被差出
事
一他所町人類於使者（屋
ヌケ
）御料理被下
節
筋受持
御役筋ゟ罷出相
伴
仕
ニ付、私共儀
罷出不申
、與頭壱人差出、使者屋内証向
之儀取斗せ申
事
但御料理向之儀
二汁五菜位之儀御座
事
一東本願寺用人使者罷越
節
順光寺へ止宿仕居、 御使者相勤
ニ付、
使者へ御呼入之義、為案内組足軽差出申
、為先払組足軽両人、案
内町目付壱人、 使者屋玄関番組足軽弐人、 同所門前へ使者屋番出迎、間内案内着座之上、餅菓子御酒吸物差出申
事
一使者屋え呼入
所登
　
城為案内大小姓中、宿寺へ罷越
事
一使者登
　
城之節、御馳走等被差出
事
一登
　
城時分宜段、御用人中ゟ申来
事
一御口上為承次御使番中罷出
事
一使者登城御目見相済、使者屋へ使者罷帰
上、三汁八菜之御料理御
酒御吸物
数々差出、相伴中小姓頭中罷出、台引寺社奉行中相勤
事
但加用之儀
水屋番罷出
事
一被下物之御使者、 餞別之御使者、御返書持参
御使者、大小姓三
人相勤申
事
一私共両人罷出挨拶
仕、其外万端取計申
事
一御家老中初諸役人中え拝領
御礼御家老中初役々ゟ為惣代壱人ツヽ
罷出申
事
一使者召連
刀指え一汁五菜、小者え一汁三菜御料理被下
事
一田代々官引替
節
為勤役届罷越
付、前ヲ以、私共方え紙面ヲ以
申来
間、其段御家老中へ申達
、尤近来
先
御故障申立ニ
御
断ニ相成申
、御呼入ニ相成
節
其段返書ニ申遣
事
一右代官罷越
節
江上屋与一郎方へ中宿仕
ニ付、同所へ私共ゟ組
足軽為使使者屋へ御呼入之儀相応口上申遣置、時分宜節案内仕
事
一使者屋へ御呼入之節、玄関え組足軽両人差出置、使者屋番台え罷出
間内案内仕
、私共両人罷出挨拶
仕
、御料理相伴之義
隣国御
使役相勤、御郡上奉行中、御郡奉行中罷出挨拶
仕
、御家老中御
逢御座
事
一代官添役罷越
ニ付、三ノ間ニ
御郡方川方下役罷出相伴
仕
事
一代官并添役え
二汁五菜之御料理被下
、刀指一汁三菜、小者一汁
弐菜、酒肴
見斗差出
、加用之義
水屋番四人罷出
事
但町役人
出方之儀
、大体日田御代官止宿之節之振合ニ御座
事
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一本願寺使僧或
御堂上方ゟ之御使者、其外御軽く御取扱之使者御呼
入之節
私共之内、壱人罷出申
、御口上承次御答之御使者
御
使者柄ゟ出役御座
、本願寺使僧罷越
節
、真教寺同道罷出
、
寺社奉行も出役仕
事
但御料理之儀
孰も二汁五菜位之儀ニ御座
、組足軽町役人
出
方之儀
相替儀無御座
事
一使者屋之儀私共御役方受持ニ付、右件之節内外掃除
町夫ヲ以仕せ
申
、且又床餝之品、茶烟草道具、夜具類其外台所向入用之品々ニ
至迄、一切夫々御役筋へ掛合町夫ヲ以受取申
、御料理之儀御膳番
中へ被仰渡御座
得共、 酒肴之数、 或
次通り御賄
相変
向
時々
私共方 聞合せニ相成申談相極申
、尤右之節々取斗一件帳取調御
家老中へ差出御差図ヲ受取斗
事
但日田代官御役人類之節
御用掛中申談万端取斗申
事
　　　
巡見御目付御下向一件
一巡見御目衆御下向之儀
前年ゟも御模様相分
義ニ付、御内々御家
老中ゟ被仰渡御用向取調
義ニ御座
事
一右御迎船御差登
ニ付、御船中料理人其外台所方諸役人町雇ニ
被
差登
ニ付、町方吟味申付
上、人品相極、猶又巡見掛御用達中え
申談差立
事
一右御領中御入込前々隣国ニ
御取扱之様子
江上屋与市郎差遣、 所々
承合御家老中へ申達
事
一御城下町惣体之義、其外御家中諸役人中之人高、知行高或
武術指
南役
之人高、御城御囲廻り之様子、寺社之数
ニ至迄御尋御座
節
御答方吟味仕、取調一帳面相仕立町役人共へも委細ニ申聞置
義ニ御座
事
一使者屋之義
被遊御逢
節之御手当ニ相成
間、町宿三軒相応之家
居吟味仕、私共見分之上、間所
差支不申様御繕ニ相成
事
但三ケ所相兼下宿壱軒手当仕置
事
一御道筋私共見分仕、損所
御座
へ
取繕
様申付
事
一御通行之節御道筋横町口々押足軽差出
事
一御着御出立之節、町口え私共之内壱人罷出居
事
一私共両人共 本陣最前ニ下宿仕居、御着後并御出立前一人ツヽ三ケ
所へ廻勤仕
事
一御着当日翌朝御出立之節、御先払足軽御一ケ所ニ弐人ツヽ差出
事
一御着之節、為御案内町別当壱人御宿主壱人ツヽ町口え罷出申
、御
出立之節も町口え御先え罷出申
事
一旅人其外往来之者御本陣
マヽ
前不罷通
様、脇道手当案内仕せ
事
但惣町口へも旅人飛脚之者
町内へ入込不申様、案内之者手当仕
事
一御着当日ゟ御出立相済
迄、御本陣
マヽ
近辺ニ
絞油・桶細工・鍛冶細
工
相止、其外万端相慎罷在
様委敷申付置
事
一御目付衆御家来中ゟ調物致
節、代銀之義米大豆金銀相場、其外旅
用之品一切直段前ヲ以為書出置、右直段ニ
売渡
様申付置
事
一隣国ゟ使者有之節
宿
手当仕置
事
一御宿御馳走躰ニ
御用
一式御宿御用掛中ゟ受差図
様、町別
当共へ申渡
事
一不被遊
　
御逢御本陣
マヽ
へ御使者被差越
節
、私共同道仕、取次之者
え引合せ
事
　　　　
遊行上人巡国
　
御城下町逗留一件
一遊行上人巡国御当地へ逗留 座
節
、前ヲ以役掛下肝
町別当両
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人申渡
様被仰渡
事
但御用向之義私共手前ゟ取調才判仕
事
一町医師本道弐人、外科弐人出役手当申渡
様被仰渡
事
一宿寺五ケ寺町別当一掛ツヽ受持
様申渡
事
一隣国ニ
御馳走躰之様子為聞合、江上屋与市郎差出
事
一瀬下渡川之節、川船同町ゟ差出
様申付
事
一着出立之節、町内為先払組足軽弐人、町目付四人ツヽ、箒引弐人、
案内町別当壱人差出候事
但先御用掛中壱人相勤
事
一出火之節
私共之内壱人宿寺へ駆付退場御案内
も仕
事
一先使僧使者屋へ御呼入、上人ゟ之御口上有之
ニ付、大小姓中承次
申
節、私共両人出役仕
事
一上人宿寺へ逗留 内、役掛之面々へ両度程御逢御座
ニ付、其節
惣裁判中ゟ申来、両人共ニ罷出
事
一上人登城御座
節
、町内為先払組足軽弐人、案内町目付弐人差出
事
　　　　
御大名様方御城下町通行一件
一御大名様方
　
御城下町御通行之節
御高札場へ私共之内壱人、東向
へ下座仕罷在
事
一横町口々町人共ゟ両人ツヽ通り留メ為仕
事
一町目付五人、左之場へ相並平伏仕罷在
事
但拾丁目口ゟ御入込之節、通町壱丁目木戸際、原古賀町口ゟ御入込之節、三本松町上ノ町中ノ丁境辺
　
御高札場ゟ壱丁程隔罷在
事
一町内為先払組足軽四人差出
事
一馬刺鉄三郎前へ組足軽弐人、町役弐人差出
事
但御城下町ニ
人馬継有之
出夫方役人罷出
付、其節右之者
共
不及罷出
事
一嶋原様・人吉様・宇土様御通行之節
、私共不及罷出
、其外之儀
殿方様御一統同然之事

右ハ安永五申年御大名様方万一御城下町御通行之節、取斗方心得ニ主膳殿被仰渡置
事
　　　
御国鶴到着一件
一御国鶴到着之節、私共之内壱人拾丁目口へ罷出居、町内行列之儀才
判仕
事
一町筋家々水田子差出、御国鶴通
節、何レも土間ニ下り罷在
事
一拾丁目口ゟ町夫箒引弐人、町目付弐人、町別当弐人御国鶴行列ニ相
立
事
但右之外ニ町肝
両人罷出
事
一右同行列之内ニ罷出
御側足軽四人勤方、私共ゟ才判仕
事
一御国鶴并御奉書入挟箱、拾丁目口ゟ御城内迄持夫大納戸方ゟ六人差
出ニ相成
間、私共ゟ裁判仕、同所ニ
為継替
事
一御国鶴到着之翌日、町別当中為御祝義、御用番御家老中御宅へ罷出
事
右
私共御役方勤方之次第大躰ニ様子取調書出申
已上
　　　　
十二月
　　　　　　　　　　　　　
端山作之進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
長谷川外守
